
 第 5章　　消防用設備等の技術上の審査基準

- 207 - 

別記 

消火剤放射時の圧力損失計算例 

 

１　貯蔵容器の設計内圧力は次式によること。 

　　第 3～17表からτdに相当するπdを求める。 

 
　　　　　　　 2tn+0.33 te             　　　　 Wo 
　①　τd　＝　                                      to ＝ 

to　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qd 
 
　　　　　　　　Pad 
  ②　πd  ＝ 
                Pato 
 
　　　　　　　　　　Vp 
　③　tn　＝ 
                      Vo 
           　 2qd× 
　　　　　　　　　    Wo 

 

     tn       :放出おくれ時間              ρ     :消火剤密度 

　　 te       :有効放射時間                PaB       :減圧弁設計圧力 

　　 to      ：放射時間                    tｌ      ：加圧に要する時間 

　　 Wo　　：消火剤量                   τd       ：無次元設計時間 

　　 qd       :放射率                      πd      ：無次元設計圧 

　　 Pad     ：設計容器内圧力              R     ：無次元充填比 

　　 Pato    ：元弁解放時容器内圧力        G     ：無次元減圧弁設計圧 

Vo　　：貯蔵容器内容積              T     ：無次元加圧速度 

　　 Vp　　：配管等の内容積 

 

　　　　　　　　　 1 
　　　R　＝　 
　　　　　　　　　Vo 
　　　　　　ρ　　　　　－1 

Wo 
 
　　　　　　　PaB 
    　G　＝　 

Pato 
 

              to     π　　　　　1 

　　　T　＝　　　　　　　－sin　　　　　　　　　　　（第1表参照） 
-1

tｌ     2　　　　　PaB　 
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〔10kgf／㎥〕
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第 2表
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　　④　無次元設計時間τdを求める。 
 
　　　　　　　　2 tn+0.33 te　　　　　2×5.44+0.33×15 

τd　＝　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　≒0.91 
to　　　　　　　　　17.5 

 

　　⑤　無次元充てん比 Rを求める。 

 
　　　　　　　 　　1　　　　　　　　　　　1 
　　　R　＝　　　　　　　　　　＝                   ＝1.1 
　　　　　　　　　Vo　　　　　　　　　　 　300 
　　　　　　ρ　　　　　－1　　　　2.2×          －1 

Wo                       350 

（ρ＝2.2 とした。） 
 
　　⑥　無次元減圧弁設計圧Gを求める、 

 

　　　　　　　PaB          18 
    　G　＝　　　　　＝　　　　 ≒ 1.2　　　　（PaBを 18、Patoを15と仮定した。） 

Pato　　　　 15 

 

　　⑦　無次元加圧速度 Tを求める。（第3表参照） 

 

       　　　 to     π　　　　　1　　　　　17.5 

　　　T　＝　　　　　　　－sin        ＝　　　　　×1.515　≒　1 
-1

tｌ     2　　　　　PaB　　　　　27 
 

　　⑧　設計容器内圧 Pad を前 R、G、T、τdと別表第 17からπdを読み取り、 

Pad ＝ Pato × πd ＝ 15 × 0.387 ＝ 5.805（kgf/㎠）　≒　5.8（kgf/㎠） 

      は絶対圧力であるため、最終的には 1（kgf/㎠）を引いた値となる。 

 
　⑵　配管圧力損失を次の順序で求める。 

　　　配管の全等価長を求め、その配管に流れる消火剤量で第 1図よりΔP／Lを読みΔPを求

める。 
　　　A－B間　0.044×60.4＝2.66      終端圧力   5.8－2.66＝3.14（kgf/㎠） 

　　　B－C間　0.03×11.5＝0.35          〃　　  3.14－0.345＝2.80（kgf/㎠） 

C－D間　0.0195×13.3＝0.26        〃      2.8－0.26＝2.54（kgf/㎠） 

　　　D－E間　0.01×10.95＝0.11         〃      2.5－0.11＝2.39（kgf/㎠） 

　　　E－F間　0.022×17.75＝0.39        〃      2.43－0.38＝2.05（kgf/㎠） 

これらは絶対圧力であるため、最終的に F点の圧力は、2.05－1.0＝1.05（kgf/㎠）とな

り、この圧力で 1.25（kg/sec）の消火剤が放出できるヘッドを選定する。 

 
 
 

 
 



 第 5章　　消防用設備等の技術上の審査基準

- 211 - 

第 3表 

γｄ～πｄ　粉末（加圧） 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｒ＝0.7,0.8,0.9,1.0,1.1 
Ｇ＝1.0,1.1,1.2 
Ｔ＝1.0～2.8
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